
 

個 人 質 問 議会事務局 

処 理 欄 

令和 ２年１１月１８日 ８時３０分 受付 

質 問 順 位  第 ８ 番 

武豊町議会議長 福本 貴久 殿 

武豊町議会議員 甲斐 百合子 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和２年第４回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

1.不登校児童生

徒への支援につ

いて 

【趣旨説明】 

文部科学省の２０１９年度問題行動・不登校調査では、病気や経済的状

況以外の理由で年３０日以上登校していない小中学生が、前年度から１

６，７４４人増えて１８１，２７２人と過去最多となり、７年連続増加し

ています。 

不登校の児童生徒が増え続ける中、来年４月、岐阜市に中部地方初の公

立の不登校特例校が開校します。 

不登校児童生徒への支援の在り方として文部科学省では、「不登校児童

生徒への支援は、学校に登校するという結果のみを目標にするのではな

く、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目

指す必要があること。」とあります。 

もちろん登校しなくていいのではなく、不登校児童生徒が、主体的に社

会的自立や学校復帰に迎えるよう、１人１人の多様な問題に対応し支援

していく必要があると考えます。 

 本町において現在も、担任の先生方をはじめ、様々な方々が懸命に取り

組んでくださっており、すぐに結果が出る事柄ではないことは重々承知

しています。 

本町の子どもたちが、１人も漏れることなく、学習の機会と必要な支援

が得られるよう、以下質問します。 

 

【質問事項】 

①本町の現在の不登校の状況はどうですか。 

②不登校児童生徒に対して、どのような支援や取り組みを行っています

か。 

③適応指導教室ステップが、手狭になっている状況がありますが、移転の

お考えはありますか。 

④校内の適応指導教室と適応指導教室ステップにおいて、児童生徒一人

一台のタブレット端末を使った教育のための、環境整備はどうなって

いますか。 

⑤適応指導教室に通われている児童生徒と不登校児童生徒に対して、ど

のようにタブレット端末を使った学習を進めていかれますか。 

⑥貧困世帯や学習意欲のある不登校気味な子ども達の居場所でもある

「たけとよゆめたろう塾」の増設、また、小学生対象の「ゆめたろう塾」

開設も検討しては、どうでしょうか。 

 


